『國民新報』1940年2月4日　
[主張]　誠心の紀元節

　今 (ことし)年の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)は皇 (こう)紀 (き)二千六百年 (ねん)の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)である。一億 (おく)の國 (こく)民 (みん)心 (こころ)と聲 (こゑ)を一つにして、皇 (こう)統 (とう)の天 (てん)壌 (ぜう)と共 (とも)に窮 (きは)まりなきを祝 (ことほ)ぎたてまつる紀 (き)元 (げん)節 (せつ)である。
　半島 (はんとう)二千四百萬同胞 (どうほう)も、皇 (こう)化 (くわ)に浴 (よく)してより三十年 (ねん)と云 (い)ふものの古 (いにしへ)に遡 (さかのぼ)れば元 (もと)々内 (ない)鮮 (せん)一家 (か)であつた。三十年と云 (い)ふのは暫 (しばら)く離 (はな)れて、再 (ふたた)び一家 (か)になつて三十年と云 (い)ふことである。即 (すなわ)ち或 (あ)る意 (い)味 (み)に於 (お)いては、半島人 (はんとうじん)は新 (あたら)しく皇 (こう)國臣 (こくしん)民 (みん)に加 (くわ)はつたとも云 (い)へるが、眞 (しん)の意味 (いみ)に於 (お)いては古 (いにしへ)に歸 (かへ)つたのであつて、今 (こん)度 (ど)の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)を機 (き)會 (くわい)にこの認 (にん)識 (しき)を聢 (しか)と把 (は)握 (あく)すべきである。新 (しん)附 (ふ)の民 (たみ)でもなく、繼 (まゝ)子 (こ)でもなく、嫡 (ちやく)子 (し)であると云 (い)ふ事 (じ)實 (じつ)に思 (おも)ひ到 (いた)り、それにふさはしき自負 (じふ)と信念 (しんねん)とを持 (も)つべきである。
　かくすることに於 (お)いて、半 (はん)島 (とう)同 (どう)胞 (ほう)は、朝 (てう)鮮 (せん)半 (はん)島 (とう)とか、朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)族 (ぞく)とか云 (い)ふ、せせこましい偏見 (へんけん)から脱 (だつ)して、大 (だい)日 (につ)本 (ぽん)帝 (てい)國 (こく)と云 (い)ふ廣 (ひろ)々とした我 (わ)が家 (いへ)の光 (くわう)榮 (えい)ある一員 (ゐん)になるのである。これは外 (ほか)からなして呉 (く)れるのではなくて、自 (じ)分 (ぶん)でなるのである。我 (われ)は帝 (てい)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)なり、天 (てん)皇 (のう)陛 (へい)下 (か)の赤 (せき)子 (し)なりと誠 (ま)心 (ごころ)を以 (もつ)て認識 (にんしき)する瞬 (しゆん)間 (かん)に、なるのである。
　併 (しか)しながら、今 (いま)なほ或 (ある)種 (しゆ)の偏 (へん)見 (けん)僻 (へき)見 (けん)を清 (せい)算 (さん)せざるものは、それこそ自 (じ)分 (ぶん)を毒 (どく)し二千四百萬半島 (はんとう)同胞 (どうほう)を毒 (どく)し、延 (ひ)いて、帝國 (ていこく)を毒 (どく)するものと云 (い)ふべきであつて、實 (じつ)に世 (せい)紀 (き)の頑 (ぐわん)冥 (めい)の徒 (と)、世 (せいき)紀の罪 (ざい)人 (にん)と云 (い)はねばならない。
　しかのみならず、我 (われ)は陛 (へい)下 (か)の赤 (せき)子 (し)なり、我 (われ)は晴 (は)れての皇 (こう)国 (こく)臣 (しん)民 (みん)なりとの叫 (さけ)びは腦 (のう)奥 (おく)から發せられるものでなくてはならない。神 (じん)社 (じや)の參拜 (はい)、國 (こく)旗 (き)の掲 (けい)揚 (よう)、宮 (きう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)、萬 (ばん)歳 (ざい)の呼 (こ)唱 (せう)等 (など)凡 (すべ)て誠 (ま)心 (ごころ)から湧 (わ)き (き)出 (い)づるものでなくてはならない。それが、單 (たん)にうはべであつたり、眞 (ま)似 (ね)であつたり、附焼刄 (つけやきば)であつたり、この塲 (ば)限 (かぎ)りであつたりしてはならない。なんとなれば、それは神 (かみ)を紿 (あざむ)き大君 (おおきみ)を欺 (あざむ)き、己 (おのれ)の魂 (たましひ)を詐 (いつ)はることになるからである。
であるから、今 (こん)度 (ど)の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)をば、吾 (われ)々は各 (かく)自 (じ)の誠 (ま)心 (ごころ)の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)にしよう。誠 (ま)心 (ごころ)から、魂 (たましひ)の奥 (おく)から、天 (てん)皇 (のう)に忠 (ちう)誠 (せい)を誓 (ちか)ひ、祖 (そ)國 (こく)を護 (まも)るに生 (せい)命 (めい)を以 (もつ)てせんことを誓 (ちか)はう。同 (どう)時 (じ)に吾 (ご)人 (じん)の日 (にち)常 (ぜう)生 (せい)活 (くわつ)に於 (お)いても不眞面目 (ふまじめ)、虛僞 (きよぎ)を一掃 (そう)して、俯 (ふ)仰 (がう)天 (てん)地 (ち)に恥 (は)ぢず、信 (しん)孚 (ふ)豚 (とん)魚 (ぎょ)に通 (つう)ずる底 (てい)の誠 (まこと)の生活 (せいくわつ)の新紀元 (しんきげん)を劃 (くわく)さう。而 (しか)して皇 (こう)紀 (き)二千六百年より以後 (いご)、日本 (につぽん)には、日本人 (につぽんじん)にはいつはりはなかつたと歴 (れき)史 (し)に特 (とく)筆 (ひつ)大 (たい)書 (しよ)せしめよう、皇紀 (こうき)二千は六百年より半島 (はんとう)二千四百萬は誠 (ま)心 (ごころ)に甦 (よみがえ)り、完全 (くわんぜん)に皇国 (こうこく)の臣民 (しんみん)となり終 (おは)つた、と歴 (れき)史 (し)に特 (とく)筆 (ひつ)大 (たい)書 (しよ)せしめよう。
半島 (はんとう)同胞 (どうほう)よ！
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